








〔研究目的〕 

 アメリカ・カナダにおけるクレチン症マススクリーニングは,中枢性クレチン症及び,初

回採血時以後に THSの上昇をみる遅発型甲状腺機能低下症(仮称)をもスクリーニングする

ことを目的として T4 主体に施行されており,後者の頻度は,1986 年の Texas における新生

児スクリーニング国際会議での報告によれは,New York 州で 1:300,000 とされている。 

 本邦での現行の,TSH によるスクリーニングでは,遅発型甲状腺機能低下症と思われる 2

例の見逃し例が報告されているが,アメリカ・カナダにおけるような頻度ではない。 

 最近,初回の濾紙血 TSH 値がカットオフ値に近かったにもかかわらず,精検時に急激な上

昇をみて,クレチン症として治療を開始した症例を経験したことから,これまでの北海道で

のマススクリーニングでも,遅発型甲状腺機能低下症と考えられる症例があるかどうか検

討した。 


